
 

 

 

 

 

 

「春の訪れを心待ちに」 
 

                                学年所属 

 

2 月と聞いて皆さんは最初に何を思い浮かべますか。「鬼は外、福は内」という豆まきの声が

聞こえる節分を思い出す人も多いのではないでしょうか。私も子供たちが小さい頃は、一緒に鬼

に豆をぶつけながら（！）豆まきを楽しんでいました。年が明けて 1か月も過ぎたころに、「鬼

は外」と言って鬼を払うことに「どうしてこの時期なのかなぁ？」と思ったことはありませんか。

節分は言葉の通り季節の分かれ目をさし、もともとは立春、立夏、立秋、立冬の前の日のことを

言っていたそうです。つまり、春夏秋冬、1 年に 4 回節分がありましたが、いまでは立春の前

の節分を主にさすようになりました。それは、旧暦では春の訪れが 1 年の始まりにあたり、立

春の前の節分が大みそかとして重要視されたからです。つまり「豆まきは」大みそかの行事で、

年の分かれ目に鬼を払い、すがすがしい気持ちで新年を迎えていたのです。 

さて、64回生の皆さんは新年にどのような目標を立てましたか。作文「3学期になって」を

読んでいると、「〇〇を頑張りたい。」や「今年は○○に取り組む。」など皆さんの熱い思いがこ

ちらにも伝わってきました。3 学期が始まって 1 か月が経とうとしていますが、その気持ちは

皆さんの心の中でまだまだ熱く燃えていますか。もしかすると、心の中の「怠け鬼」や「さぼり

鬼」、「反抗鬼（期）」などの鬼が悪さをして、決意が揺らいでいる人もいるかもしれません。今

年こそは、そんな心の中の鬼も節分の日に追

い払い、「3 学期になって」に書いた決意を

実行し、実り多い１年を過ごしてほしいと思

います。 

節分の翌日の立春とは「春が立つ＝春の訪

れが現れる。」という日です。まだまだ寒い

日が続く時期ですが、暦の上ではもう春です。

日差しの温かさに春の訪れが少し見えてき

ているのではないでしょうか。そうして春本

番を迎えるころに、64回生の皆さんが、自

分が理想とする 2年生になっていることを楽しみにしています。 

 

～3学期になって～ 
 

  お正月も終わり、体のエンジンもようやくかかったばかりのころ、始業式が行われ 3学期

に入った。 

当日の朝、寒さはまだまだ厳しく、正直、こたつから出たくないような日で、目覚ましのア

ラームを止めて、仕方なく起きるような感じだった。登校しながら、「もう 1回正月が来ない

かな」などと思いながら校門をくぐった。まだ通常の生活に慣れていないからか、登校するだ

けでも疲れたように感じる。体育館に移動し始業式が始まった。全校生徒が集まった体育館

は、いつもより狭く感じた。 

翌日からいつも通りの学校生活、授業も始まった。さらに、1週間後にはテストがある。「い

きなりテストなんかしたくないな！」と思いつつ授業を受けるも、久しぶりの授業は長く感じ

られた。授業でも、時々テストの話が出てくる。気が抜けないな、などと思いながら次々と授

業を受けた。そして、学校が終わり、家に帰ってゆっくりしながら考えた。「もうちょっとで 2

年生か、部活でも中心メンバーになるし、勉強も難しくなるし、この 1年は忙しくなりそうだ

な」と。 

そこで、自分は、この 3学期は勉強を頑張ろうと思った。ある動画で、「1年生の時に学習

したことが理解できていないと、2年生になると苦労する」と言っていたからだ。すぐに実力

テストがあるが、基本問題は落とさないようにしたい。そのためにも、4月から学習したこと

を、ワークなどで復習しようと思う。 

この 3学期は、2年生になるための大切な準備期間だと考え、時間を有効に使って、これま

での復習に力を入れるなどして過ごしたいと思う。               （4組） 

 

この前入学したと思っていたら、もう 3学期だ。私たちは、この 3学期が終わると 2年生

になる。新しい 1年生が入ってくるから、先輩としてよいお手本にならないといけない。さら

に、7月になれば 3年生が部活を引退して、私たちが部活を引っ張っていく側となる。だか

ら、3学期はその準備として、2年生のゼロ学期として、いろいろなことに力を入れなければ

ならない。 

そんな 3学期になって、頑張りたいことは勉強と部活だ。1学期はよかった成績だが、2学

期になって大きく下がってしまった。3学期はそれを取り戻す学期にしたいと思っている。そ

のために、家庭学習の時間を 1分でも多くとり、机に向かう習慣をつけて、自分から勉強でき

る姿勢を取りたいと思う。 

部活動では、周りをよく見て行動することを大切にしたい。いつもは、先輩や先生に言われ

てから気付いたりすることや、誰かがやってくれるだろうと思って自分から行動しなかったり

することがよくある。でも、このままでは先輩が部活を引退した後、部活の雰囲気が悪くなっ
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てしまう。だから、今のうちに先輩や先生が言う前に自分で見つけて行動することを当たり前

にしたいと思う。そして、いつも思うだけで行動に移せないことも、周りを見てじゃんじゃん

行動に移していきたい。 

最高の 3学期に、そして最高のスタートを切れるように頑張りたい。      （2組） 

 

 昨年の 2学期は、課題だったプリント管理ができるようになり、提出物をきちんと出すこと

ができました。このようにできたのは、1学期に、プリント管理がなかなかうまくできなかっ

たことへの悔しさで、そのプリント管理への意識が強かったからだと思います。ここで大事だ

と思ったのが、「次は頑張る」で終わってしまうのではなく、きちんと行動することだというこ

とでした。これが、2学期を通してわかったことです。 

 自分の中ではほぼ完ぺきといっていいほど充実した 2学期でしたが、改めて振り返ってみる

と、やはりいくつかの反省点が見つかりました。 

 1つ目は、提出物の期限が守れていなかったことです。確かに、2学期は、提出物自体は出

しているのですが、まれに期日に遅れて出してしまうことがありました。こういったことは、

社会に出ると通用しない場合があります。例えば、どれだけ内容の良いものだったとしても、

期日を守れていなかったら受け取ってもらえず、意味のないものになってしまうからです。 

 では、期日を守るためにはどのように対策すべきでしょうか。考え

てみると、いろいろ思いつきました。まず、提出物専用ファイルを毎

日確認したり、提出物が配られたときはそのファイルに付せんを貼っ

たりすることです。この 2つの案は、それほど難しくはないので実行

するのは簡単だと思います。だから、3学期は、この 2つの案を意識

して実行していきたいです。 

 2つ目は、テストの得点が、自分の納得いくような点ではなかった

ことです。これに関しては、テスト勉強の時間が原因だと考えています。2学期の目標とし

て、「2週間前からのテスト勉強」をあげていたのですが実行できず、その結果が不本意な得点

になったのだと思います。そこから、テスト時間を増やすために考えたことは、テスト 1週間

前にはワークをすべて終わらせ、テスト勉強に集中することです。これを目標に、3学期は頑

張りたいと思います。                            （3組） 

 

 3学期で大事なことは、3か月ちょっとで後輩ができるということだと思う。そのために頑

張りたいことは、「部活」、「勉強」、「生活」。 

 まず、部活で頑張りたいことは、先輩に言われずとも周りを見て行動することと、ボール探

しを無くすことです。今の私は先輩に言われて行動しているし、毎日ボール探しをしていると

いうことは、球拾いができていないということです。この 2つの現状は、後輩に見せられる様

子ではないので、この 3学期で見直していきたいと思います。 

 次に、勉強で頑張りたいことは、2学期にできなかった 450点以上を取ることと、授業中

に手を挙げて発表することです。正直なところ、２学期はテスト前だけ勉強して、日常的には

勉強していませんでしたし、授業で分かっていても勇気がなくて手を挙げられませんでした。

ですから、3学期は日常的に勉強し、「わかる」と思えば、どんどん発言していきたいと思いま

す。 

 最後に、生活面で頑張りたいことは、早寝早起きと朝食をしっかり食べることです。これら

は、勉強や部活動にも深くかかわってくると思うので、必ず実行できるように頑張りたいと思

います。                                  （1組） 

 

 僕は 3学期、いい先輩になれるための人格づくりをしたい。中学校は、小学校の時よりも上

下関係が厳しい。そういうこともあって、僕は「先輩」という存在に強く憧れていた。今から

先輩になることがとても楽しみだ。 

 いい先輩になるためには、日ごろから徳を積むことが大切だと思う。ちょっとしたことでも

手伝ってあげたり、よく友達としゃべったりすることで、人格の成長につながっていくと思

う。特に学年を超えた交流が深い部活動では、後輩に優しくして、頼られる先輩になりたい。

掃除を手伝うなど、できることはたくさんあると思う。 

 また、僕が考える 3学期とは、この 1年のまとめをする学期であり、次の学年への準備期間

でもある。2年生でいいスタートを切るためにも 3学期の終わり方は重要だ。そのために、勉

強や部活動に集中して取り組むことが大切だと思う。 

 そして、3年生になったら高校受験のことを考えないといけなくなる。つまり、3年生にな

るとやることがいっぱいで大変だから、今からしっかり準備しておきたい。    （3組） 

 

 「3学期は次の学年の 0学期だ」と言われます。学年集会でも、先生方からこの言葉を聞き

ました。そして、「2年生は 1年生（後輩）に教えたり、2年生の手伝いをしたりする学年」

という話も聞きました。つまり 2年生は、他の学年を支える重要な学年です。頑張っていかな

いといけませんが、目標を作りすぎるとできなくなるので、特に頑張りたい 3つのことを目標

にします。 

 1つ目は、あいさつの声のボリュームです。特に緊張しているときは声が小さくなるので、

そうならないよう気を付け、3学期は大きな声であいさつすることを頑張ります。 

 2つ目は、前日に用意をすることです。2学期は家を出る直前に用意をしていましたが、そ

うすると、あせって忘れ物をしてしまったり、親に渡さないといけない手紙を家を出る直前に

渡すことがありました。3学期は、前日にしっかり用意して、当日の朝、あわてないようにし

たいと思います。 

 3つ目は、授業中だけでも姿勢を正すということです。いつも気がつくと、だいたい猫背に

なってしまっているので、せめて授業中は、意識して姿勢を正せるように心がけたいです。 

 この 3学期に頑張りたい 3つの目標は当たり前のことですが、今まで、「また今度始めれば

いいか」と思ってきたことでした。でも、2年生になると、1年生を教えたり、3年生を手伝

ったりと大変になり、ますます目標として頑張ることができなくなります。ですから、今、頑

張ろうこと思い目標に掲げました。                      （2組） 


